
 

瑕疵の特徴 

母屋材の継手の不備。 

継ぎ手位置は、支持材（小屋束）からの持ち出

し長さが長すぎる。 

年度    （2004 年調査） 

場所    神奈川県 

構造    木造在来軸組工法 

階数    2 階建て 

延べ面積 100 ㎡ 

用途    一戸建ての住宅 

 

小屋組 

母屋材の継手不良 

解説 

支持材（小屋束）からの持ち出し長さは 150 ㎜内外とするのが標準（JASS 11 の 4(和式小屋

組).3（工法）項） であるが、現状は 300 ㎜を超え、標準に反する。 
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